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高校教育の 再編整備 と総合選 択制

小川　洋 （聖学院大学）

1 ．は じめに

　高校進学率が 80％ を超 えた直後の 昭和 46 年、

中央教育審議会答申 （四六答申）は、高等学校に

つ い て 「生徒の能力 ・適陸 ・希望などの多様な分

化に応 じ、…教育内容につ い て適切な多様化を行

うこ と」 が必要だ と し、とくに多くの 生徒が履修

する普通科の課題に つ い ても言及 した。

　そ の 具体化の条件 と方法が示 された の は、昭和

53 年告示の高等学校学習指導要領と、昭和 53 年

の都道府県教育長協議会報告に よっ て で ある。後

者では新構想の高校が提言され た 。
「集合型選択制

高校」は、「特色 ある教育課程を編成するな どによ

り個性化 を図 り」、「選択制の 実質的な拡大を図る」

高校 として 示された 。 総合選択制 高校は こ こ か ら

具体化 して い っ た 。

2 ．総合選択制高校の具体化

　最初 の 試みは 、 昭和 55 年 に千葉県に よ る 3 校
一

体設置型 の 学年 24クラ ス の 普通科高校で あ り、

昭和 58 年には、神奈川県が相模原市に開設 した

2 校で計 16 クラス の 高校で あ っ た。翌年、埼玉

県が大宮市 （現 ・さい たま市）に隣接する伊奈町

に 24 ク ラス の伊奈学園総合高校を開設 した。首

都圏以外で は、集合型で はない が岩手県 と岡山県

で、それぞれ県庁所在地な どの 地域に、地方 と し

て は大型 の 学年 10 クラス 規模の選択制高校が開

設 され た。

　首都 圏で集合型選 択制 の 理 念に よ る 大規模校

が開設 された理由は第
一

に、毎年 10 校近 くの 高

校を新設 して い た教育委員会に とっ て、収容数の

拡大を効率的に達成で きる こ とがあげられる。第

二 に、各県ともそれま で に新設 した普通科高校の

多 くが中退者の増加などの 問題を抱えるよ うにな

っ て い た こ とがある。第三に、当時の 各教育委員

会の 事務局には、年齢的に新制高校発足直後の高

校を経験した ス タ ッ フ が多か っ たこ とで ある。彼

らは新制高校 の 理 念であっ た総合制や選択制につ

い て経験的に理解してい た。

3 ．15歳人 口減少期と総合選択制の対応

　 1980 年代は い ずれの 教育委員会に とっ て も急

減期対策を見通す時期で もあっ た。 選択科 目の 縮

小につ なが るため定員の大幅な削減は避ける必要

があ っ た 。 千葉県で は平成 8 年に幕張 3校に隣接

する敷地 に新 しい 校舎が建設され、幕張総合高校

に発展 的に解消する形で 3 校は閉校 とな っ た 。 埼

玉県 の 伊奈学園総合高校は、6 つ の校舎の うちの

ひ とつ を併設中学校に充て る こ とによっ て 、高校

の募集定員を縮小 した。神奈川県の弥栄東西 2校

は平成 20 年度に統合 し、従来の校舎を利用 して

国際科 、 芸術科、ス ポーツ科学科、理数科か らな

る単位制専門学科の 高校 として再出発 して い る。

4 ．新たな総合選択制の類型

　文部科学省の 調査 な どに対して 、総合選択制を

とっ て い る、と回答する高校は少な くない
。 そ の

い くつ かは新制高校 へ の移行期に、旧制中学ある

い は高等女学校と実業学校 あるい は実業学校間の

統合によっ て総合制高校 として 開設 され 、 基本的

にそ の まま継続し て い る学校であ る。 そ の他、近

年 の 再編 ・整 備計画 に現れ る 「総合選択制」 の使

われ方は多様で あ るが 、 おお よそ次の 3 つ の類型

に分類で きる。

1 ＞職業系専門学科 の 総合選択制

　職業系専門学科 の 統合に よ る総合選 択制高校

で は青森県 の 弘前実業高校がひ とつ の 典型である。

弘前実業高校は 2008 年には藤崎園芸高校を統合

して 6学科か らなる学年 8 クラス の 専門高校 とな

っ た 。 各学科の提供する専門科 目の 他、英語 ある

い は小論文などの普通科 目か ら、すべ て の 学科の

生徒が学科を越え て選択可能となっ て い る。鳥取

県で は小規模な専門高校を統廃 合し て学年 5 クラ

ス 程度の 規模の 3校にまとめ、それぞれ を総合選

択制 として 開設 し て い る。徳島県や大分県で も同

様の 再編が行われて い る。

2）普通科と専門科の統合 による選択制

　新制高校発足 時に 旧制学校 の 統合に よ り総合

制 と して開校 した高校が、高校進学率の 上昇期 に

分離 ・独立 し、また改めて再統合する例がみ られ

る。 そ の 際に、学科を越えた選択履修を可能 とす

るカ リキ ュ ラム を組む例も少なくない。富山県教

育委員会は平成 20年 に計 10校を統合して新たに

5 校 とする計画 を発表 したが、氷見高校と滑川高
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校はそ の 例 で あ る。

　山形県教育委員会は平成 17 年に統廃合の方針

と して 、 同
一

の 学科をもつ 高校の 統合 と異なる学

科の統合による総合学科あるい は総合選択制 の 高

校の設置を進めるとした。 岐阜県教育委員会は平

成 13 年の報告書で 「ぎふ総合型選択制高校 」 と

して 、普通科と専門学科を併設 し学科間の 枠を超

えた選択履修を可能 とする学校の設置を提案 した 。

愛知県や福岡県 、 大分県あるい は鹿児島県などで

も同様 の 再編が行われてい る。

3）普通科の 総合選択制

　福 岡県な どでは普通高校間の 統合に よ っ て 生

まれ た大規模校に コ
ー

ス を設定 し、横断的な選択

科 目を導入 して い るケース もある。また徳島県で

は県庁所在地に普通科を新設 した際、これを総合

選択制 として い る。

5 ．統合における総合選択制採用の評価

　総合選択制を取 り入れる 目的 としては、いずれ

の教育委員会も生徒の 興味 ・関心 あるい は進路希

望に応 じた学習を可能にする こ とを挙げて い る。

しか し、大部分の ケー
ス で、選択幅は学年で 2 科

目 4 単位程度、2
，
3 年次で 計 8 単位程度で あ り、

柔軟な履修 とい うほどの仕組み にはなっ て い ない
。

しか し、統合によ っ て発足 した高校は新 しい教育

目標 を再設定する中で 、地域の 教育へ の 要請な ど

も視野に入れた選択制を含む カ リキ ュ ラム の 工夫

がなされて い る。また複数学科問の 統合によ っ て

成立した高校に とっ て 、学科横断的な選択科 目の

設定は 、 生徒の みならず教員に新 しい 学校 へ の帰

属感 をもたせ る効果なども期待 され る。

6 ．大阪府の 普通科総合選択制高校の事例

　大阪府は 、 普通科の 大規模な統廃合に総合選択

制を採 り入れた改革を進めて い る。多数の普通科

高校 を 「普通科総合選択制高校」 に指定 し、ひ と

つ の グル ープ と して 制度的、財政的に も支援して

特色づ くりを促進する体制をとっ て い る。該当の

19校は別紙資料の とお り。

　平成 11 年に発表された 「教育改革プ ロ グラ ム 」

にお い て 、平成 20 年ま で の 10 年間に 155校ある

全 日制府立高校を統廃合して 135校 と し、その 過

程で各校 の 特色づ くりを進める とした。そ の 方法

の ひ とつ として普通科総合選択制高校が設定され

た 。 対象となっ た大部分の 高校は 1970年代以降、

とくに 1980 年代の 急増期に新増設された普通科

高校で 、 新設校同士 の統合である。

　普通科総合選択制高校で は、「エ リア 」 とい う

仕組み を採用して い る。
エ リア で は生徒の 興味 ・

関心に対応 したテ
ー

マ に関係す る科 目を 8〜12 単

位指定 して い る。
エ リア科目は多くの場合、学校

設定教科 ・科目で あり、各学校がそれぞれ独 自に

開発 して い る。

　平成 20 年の報告で は改革の効果 として 、  入

学志願 率の 上昇、  基礎学力重視 と選択幅の 拡大、

  学校行事の 活 陸化 、   部活動の活性化、  中退

率の低下、  大学進学率の 上昇お よび進路未定者

の半減の 6 項 目をあげた。 しか し 2012 年の 報告

では、平成 20・22年に 1．5倍程度であ っ た志願倍

率は平成 23 年度以降、他の普通科高校の平均を

下回 るよ うになり、中退率の低下を除けば、改善

はあま りみ られ ない 。 こ の 間、入試改革 と私立高

校 へ の 学費助成が進め られた こ とが最大の 理 由で

ある。普通科総合選択制高校につ い て は、「総合学

科や普通科専門 コ ー
ス 設置校な どへ の 改編を順次

進める」 とされ、5 年後には発展的に解消 され る

こ とにな っ て い る 。

7 ．今後の展望

　後期中等教育がすべ て の国民に開かれた もの に

なっ たの は、先進国にお い て も比較的新しい 現象

である。日本では中等教育の 前期と後期の 間に 「選

抜」 を設定 して い るため 、 高校教育は学校単位で

「多様化」 せ ざるをえなか っ た 。 多様な高校は 大

学進学の 実績や就職実績 （地域産業との結び っ き

など）の アウ トプ ッ トの評価に よっ て序列化 され

ざるをえない 。高校進学率 の 上昇に応 じ て新増設

された高校は、その序列の なか に位置づけられて

い っ た 。 高校の 特色化の 必要が強調されたが 、特

色化 され た高校も従来の序列の なかに位置づ けら

れる結果 とな っ た 。 1980 年代に開設された総合選

択制高校は基本的に大学受験科 目の 多様性へ の対

応 とな り、 各校とも進学校として の 地位を確立 し

て い る 。

　2000 年代の 再編整備期に入 っ てか らは 、専門高

校を含む多くの 高校で 、あるい は大阪府などの 普

通科高校で、総合選択制を採用 して学力的に中下

位の 生徒層を対象に した新 しい カ リキ ュ ラ ム の 開

発努力がな されて い る。単なる進学向け普通科 目

と就職向け の専門科 目の選択に留ま らず 、 生徒 の

興味関心 に対応 した もの 、あるい は地域産業に有

用な人材を育て るため の カ リキ ュ ラム 開発を試み

て い る高校も少なくない
。 総合選択制は高校教育

の再編整備の進め られ るなか で 、 新しい 課題へ の

対応方法 として異なる役割を果たす仕組み として

改め て利用 されて い る。
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